














要約: 1981～1984 年の 4 年間に都市部の A 小学校に入学した小児について、小学 1 年(6

歳)から高校 3 年(17 歳)までの身長・体重から BMI (Body Mass Index)を算出し、肥満発

症の critical point を検討した。男子においては、肥満者は、10 歳頃から増加し、13～

14 歳頃ピークとなった。女子においては、13 歳頃から増加し、13～16 歳頃ピークとなっ

た。17 歳時 4 分位による BMI の最高位者の各年齢における最高位に位置する割合は、9～

12 歳にかけ増加傾向が認められた。以上のことから、このコーホートにおいては、男子

では 9～10歳、女子では 12～13 歳が、肥満発症の critical point と考えられた。


